
 
 
 
 

平成３０年３月２８日 

大阪経済記者クラブ会員各位 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

○ 大阪商工会議所が設置・運営する大阪企業家ミュージアムは、このたび新展示パネル

「江戸時代の大坂：街の賑わいと豪商たち」（監修：宮本又郎 大阪大学名誉教授、

大阪企業家ミュージアム館長）を制作した。 

 

○ 新展示パネルは縦１．２メートル×横４．８メートルの大きさで、エントランスホール

の壁面に設置。古地図「浪華名所獨案内」や江戸時代の大坂で活躍した豪商「淀屋」「鴻

池善右衞門家」「加島屋久右衛門家」「住友家」を紹介するとともに、人々が集い賑わう

様子を表した名所・名店などの絵画を通して、経済都市として発展してきた江戸時代

の大坂の姿を分かり易く紹介している。 

 

○ 明治時代以降、大阪で活躍した企業家の事績を紹介する常設展示の理解を促す導入部

として、新たに設置したもの。 

 

【大阪企業家ミュージアム】 

概要・目的：五代友厚、松下幸之助など大阪で活躍した１０５人の企業家の事績を 

パネルとゆかりの品で展示し、「志」「挑戦」「創意工夫」など「企業家 

精神」を今に伝える施設。 

 開館時間 ：火曜日～土曜日 １０：００～１７：００ 

※水曜日のみ １０：００～２０：００ 

※入館はいずれも閉館３０分前まで 

  休館日  ：日曜日、月曜日、祝日、お盆・年末年始 

  場 所 ：〒541-0053 大阪市中央区本町 1-4-5 大阪産業創造館地下１階 

  入館料 ：大人１人３００円、小・中・高・大学生１人１００円 

※６５歳以上・障がい者および１０名以上の団体１人２００円） 

  電 話 ：０６－４９６４－７６０１ 

 

 

以 上 

【問合先】 
 大阪商工会議所  
 大阪企業家ミュージアム（上野、廣田） 
 ＴＥＬ：０６－４９６４－７６０１ 

記者配布資料 

大阪企業家ミュージアム 新展示パネル 

「江戸時代の大坂：街の賑わいと豪商たち」設置について 



「江戸時代の大坂：街の賑わいと豪商たち」について 

 

Ⅰ 監 修  宮本又郎 大阪大学名誉教授 

 

Ⅱ 協 力  大阪市立図書館、大阪大学大学院文学研究科懐徳堂研究センター、大阪 

府立中之島図書館、大阪歴史博物館、小野薬品工業株式会社、鴻池合資 

会社、国立国会図書館、住友史料館、大同生命保険株式会社、東京都立 

中央図書館 

 
Ⅲ 使用した画像 
 １、全体の背景 
   ・摂津名所図会 堂島米商い 
２、地 図 

   ・浪華名所獨案内 
３、豪商の絵 

   ・淀屋…浪花名所図会 雑喉場魚市の図 
   ・住友…鼓銅図録 
   ・鴻池…鴻池両替店の図 
   ・加島屋…浪花名所図会 堂島米市の図 
４、賑わいの絵 

   ・大日本持丸長者鑑 
   ・米切手 
   ・懐徳堂幅 
   ・増補浪花買物獨案内 
   ・摂津名所図会 伊丹酒造 

・  〃    高津黒焼店 
・  〃    高麗橋虎屋菓子店 
・   〃        京橋川魚市 
・   〃    難波橋神輿渡御 
・    〃    道頓堀竹田近江のからくり芝居 
・   〃    伏見町唐高麗物疋田屋 
・浪花百景 住吉反橋 
・  〃  堀川備前陣屋 
・   〃  松屋呉服店 
・   〃  天神祭り夕景 
・    〃  玉江橋景 
・    〃  今橋つきぢの風景 
・   〃  道頓堀角芝居 
・  〃  戎嶋天満宮御旅所 
・  〃  三井呉服店 
・  〃  長堀材木市 

  ・  〃  順慶町夜見世之図 
  ・  〃  八けん屋着船之図 
  ・  〃  今宮十日ゑび寿 
  ・滑稽浪花名所 法善寺 

・浪華百景之内 心斎橋通初売之景 
以 上 



■企業家ミュージアム　エントランスパネル
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さ
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ょ
う
が
え
し
ょ
う

か 

じ
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や

ど
う
じ
ま
こ
め
い
ち 

ば

加
島
屋
久
右
衛
門
家
（
金
融
の
都
・
大
坂
を
リ
ー
ド
）

　

摂
津
国
川
辺
郡
東
難
波
村
（
現
・
兵
庫
県
尼
崎
市
）
出
身
の

「
加
島
屋
久
右
衛
門
家
」
は
米
取
引
で
頭
角
を
現
し
、
一
七
三

〇
年
に
成
立
し
た
堂
島
米
市
場
の
初
代
頭
取
役
に
名
を
連
ね
た
。

十
八
世
紀
中
頃
に
は
大
名
貸
へ
と
事
業
展
開
し
、
大
坂
を
代
表

す
る
豪
商
へ
と
登
り
つ
め
た
。
そ
の
後
、
幕
末
維
新
期
を
乗

り
越
え
て
加
島
銀
行
、
さ
ら
に
大
同
生
命
保
険
へ
と
事
業
展
開

し
て
い
く
。
米
取
引
か
ら
金
融
取
引
へ
と
展
開
し
た
加
島
屋
の

軌
跡
は
、
金
融
の
都
・

大
坂
が
辿
っ
た
軌
跡
と

一
致
す
る
。
豪
商
と
呼

ば
れ
た
商
家
の
多
く
が

淘
汰
さ
れ
て
い
く
な
か
、

加
島
屋
は
近
代
資
本
へ

と
生
ま
れ
変
わ
り
、
現

代
へ
と
引
き
継
が
れ
て

い
る
。
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献
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友
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い
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り
ょ
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が
え
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ょ
う

こ
う
の
い
け

さ
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づ
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【
監
修
】

　
　
宮
本
又
郎
　
大
阪
大
学
名
誉
教
授

【
協
力
】

　
　
大
阪
市
立
図
書
館
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
大
阪
歴
史
博
物
館
、
小
野
薬
品
工
業
株
式
会
社

　
　
鴻
池
合
資
会
社
、
国
立
国
会
図
書
館
、
住
友
史
料
館
、
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

　
　
東
京
都
立
中
央
図
書
館

住
友
家
（
銅
山
経
営
で
飛
躍
し
た
「
住
友
財
閥
」
の
祖
）

　

外
国
人
か
ら
伝
授
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
銅
の
精
錬

技
術
「
南
蛮
吹
き
」
を
用
い
て
京
都
で
銅
吹
屋
を
始
め

た
「
住
友
家
」
は
、
十
七
世
紀
に
は
大
坂
に
銅
吹
所
を

開
設
。
銅
の
輸
出
解
禁
後
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
と
の
直

接
取
引
に
成
功
し
、
銅
の
量
産
と
輸
出
に
取
り
組
み
、
大
坂
の

銅
鉱
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
や
が
て
銅
貿
易
は
幕
府
の
統
制
下
に
組
み

込
ま
れ
、
そ
の
保
護
を
受
け
て
別
子
銅
山
の
経
営
に
進
出
。
銅
精
錬
業
、

銅
山
経
営
、
長
崎
貿
易
な
ど
銅
に
関
連
す
る
事
業
を
手
が
け
た
。
十
八
世

紀
に
は
大
坂
で
両
替
業
・
新
田
経
営
な
ど
事
業
の
多
角
化
を
進
め
豪
商
と

し
て
の
地
位
を
築
き
上
げ
、
後
の
住
友
財
閥
を
形
成
し
て
い
っ
た
。

鴻
池
善
右
衞
門
家

　
　
　
　（
酒
造
り
か
ら
両
替
商
へ
と
展
開
）

　

十
七
世
紀
初
頭
、
摂
津
国
川
辺
郡
鴻
池
村

（
現
・
兵
庫
県
伊
丹
市
）
で
酒
造
業
を
始
め
た

「
鴻
池
善
右
衞
門
家
」
は
、
大
坂
内
久
宝
寺
町

で
も
醸
造
を
開
始
、
清
酒
の
江
戸
送
り
や
海

運
業
で
財
を
な
し
た
。
そ
の
後
、
酒
造
業
・

海
運
業
を
廃
し
て
大
名
貸
に
重
心
を
置
く
両

替
業
に
専
業
化
し
、
大
名
貸
・
蔵
元
・
掛
屋

な
ど
と
し
て
出
入
り
し
た
藩
は
三
十
以
上
を

数
え
た
。
宝
永
年
間
に
は
旧
大
和
川
の
付
け

替
え
工
事
に
伴
い
新
田
を
開
発
（
鴻
池
新
田
）

し
、
河
内
綿
作
地
帯
を
発
展
さ
せ
た
。
明
治

維
新
後
も
第
十
三
国
立
銀
行
を
設
立
、
そ
の

後
継
の
鴻
池
銀
行
を
中
心
に
、
日
本
生
命
や

大
阪
倉
庫
（
現
・
三
井
倉
庫
）
の
創
立
に
関
わ
る

な
ど
大
阪
財
界
で
存
在
感
を
示
し
続
け
た
。
鴻
池

銀
行
は
、
三
和
銀
行
を
経
て
今
日
の
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

銀
行
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
。
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ら
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神
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景
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吉
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大日本持丸長者鑑

三
大
市
場
を

　

開
い
た
淀
屋

ひ
ら

さ
ん 

だ
い 

い
ち  

ば

よ
ど  

や

淀
屋
（
大
坂
開
発
の
担
い
手
）

　

山
城
国
宇
治
郡
五
ケ
庄
村
岡
本（
現
・
京
都
府
宇
治
市
）出
身
と

さ
れ
る「
淀
屋
」は
、大
坂
の
夏
・
冬
の
陣
の
際
、徳
川
方
に
与
し
た

功
に
よ
り
、干
魚
・
材
木
や
米
市
の
営
業
権
や
中
之
島
の
開
発
権
を

得
た
。中
之
島
に
諸
藩
の
蔵
屋
敷
が
設
け
ら
れ
、諸
国
か
ら
の
年
貢

米
が
多
く
な
る
に
つ
れ
て
、門
前
に
米
市
を
開
き
、

後
の
堂
島
米
市
の
礎
を
築
い
た
。米
市
に
集
ま
る
商
人

の
た
め
に
土
佐
堀
川
に
架
け
た
の
が
淀
屋
橋
で
あ
る
。

天
満
青
物
市
場
、雑
喉
場
魚
市
場
の
成
立
に
も
大
き
な

役
割
を
果
た
し
、糸
割
符
商
人
と
し
て
長
崎
貿
易
に
も

関
わ
っ
た
。一
七
〇
五（
宝
永
二
）年
に
闕
所
・
所
払
い
処
分

を
受
け
断
絶
し
た
が
、近
世
大
坂
の
経
済
基
盤
造
り
へ
の

貢
献
は
逸
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

雑
喉
場
魚
市
の
図

　

一
六
一
五（
元
和
元
）年
の
大
坂
夏
の
陣
で
豊
臣

秀
吉
が
造
っ
た
大
坂
は
灰
燼
に
帰
し
た
が
、大
坂

城
主
と
な
っ
た
松
平
忠
明
は
市
街
地
の
復
興
に

つ
と
め
、船
場
・
島
之
内
の
市
街
地
が
形
成
さ
れ
た
。

秀
吉
時
代
以
来
、伏
見
、平
野
、堺
、阿
波
、土
佐
、薩
摩
、

近
江
な
ど
多
く
の
地
方
か
ら
商
人
が
来
住
、こ
れ
ら

の
商
人
に
よ
っ
て
東
横
堀
、西
横
堀
、長
堀
、道
頓
堀

な
ど
が
次
々
と
開
削
さ
れ
、「
水
の
都
」の
整
備
が

進
ん
だ
。

　

大
坂
は
西
日
本
と
東
日
本
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝

に
あ
り
、後
背
地
に
は
先
進
手
工
業
技
術
の
集
積
が

著
し
い
近
畿
地
方
が
あ
っ
た
。こ
う
し
て
一
七
世
紀

半
ば
ご
ろ
に
、全
国
の
物
産
の
集
散
都
市
、「
天
下
の

台
所
」と
な
っ
た
。各
地
か
ら
米・綿・木
材・菜
種
な
ど

の
食
糧
品
、農
林
水
産
品
、工
業
原
料
品
が
入
り
、

菜
種
油
・
木
綿
・
金
物
・
呉
服
・
農
具
な
ど
の
手
工
業

加
工
品
が
各
地
に
出
て
い
っ
た
。最
大
の
入
荷
物
資

は
諸
藩
の
年
貢
米
で
、そ
の
販
売
の
た
め
諸
藩
は

堀
川
沿
岸
に
蔵
屋
敷
を
設
置
し
た
。蔵
屋
敷
が
販
売

す
る
米
切
手
を
売
買
す
る
場
と
し
て
の
堂
島
米
市
場

は
世
界
最
初
の
商
品
先
物
取
引
所
と
な
り
、こ
れ
と

密
接
に
関
連
し
て
、鴻
池
屋
や
加
島
屋
な
ど
の
両
替

商
が
隆
盛
を
迎
え
た
。大
坂
は
全
国
各
地
へ
物
資
を

配
給
し
た
が
、と
く
に
酒
、呉
服
、菜
種
油
、医
薬
品

な
ど
上
方
か
ら
江
戸
へ
送
ら
れ
る
も
の
は「
下
り

も
の
」と
呼
ば
れ
、江
戸
の
消
費
生
活
を
支
え
た
。

ま
た
、大
坂
は
住
友
な
ど
が
生
産
す
る
棹
銅
や
、俵
物

な
ど
の
輸
出
品
、唐
薬
種
な
ど
の
輸
入
品
の
集
散
地

で
あ
り
、長
崎
貿
易
と
も
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。

　

経
済
都
市
と
し
て
の
繁
栄
は
町
人
文
化
・
学
芸
の

花
を
開
か
せ
た
。井
原
西
鶴
、近
松
門
左
衛
門
、山
片

蟠
桃
、富
永
仲
基
、緒
方
洪
庵
な
ど
の
超
一
級
の
文
化

人
が
輩
出
さ
れ
、町
人
の
学
問
所
・
懐
徳
堂
が
生
ま

れ
た
こ
と
は
大
坂
が
決
し
て
経
済
一
辺
倒
の
町
で
は

な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。


